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倶
知
安
余
市
道
路
着
工
式

高
速
道
路
の
開
通
に
向
け
て

「
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

地
域
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

陸
自
北
部
方
面
音
楽
隊
公
演

中
高
生
に
大
き
な
励
み

　

5
月
21
日
（
土
）、
陸
上
自
衛
隊
北
部
方

面
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー 

２
０
１
６

倶
知
安
町
公
演
が
開
か
れ
ま
し
た
。
文
化

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
約

５
０
０
名
の
観
客
は
、
迫
力
あ
る
素
晴
ら
し

い
演
奏
に
、
拍
手
喝
采
で
し
た
。

　

ま
た
、
倶
知
安
中
学
校
吹
奏
楽
部
・
倶
知

安
高
等
学
校
吹
奏
楽
局
と
の
合
同
演
奏
で

は
、さ
ら
に
音
の
厚
み
が
増
し
、一
体
と
な
っ

た
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

翌
22
日
（
日
）
に
は
、
中
学
生
・
高
校
生

へ
の
技
術
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
学
生

と
高
校
生
は
、
パ
ー
ト
ご
と
に
、
さ
ら
に
は

初
心
者
・
経
験
者
に
分
か
れ
、
楽
器
の
構
造

や
息
の
使
い
方
な
ど
基
礎
か
ら
丁
寧
に
教
わ

り
ま
し
た
。

△音楽隊員より技術指導を受ける生徒

　

国
道
5
号
倶
知
安
余
市
道
路
は
、
共
和
〜

余
市
間
の
平
成
26
年
度
事
業
化
に
続
き
、
倶

知
安
〜
共
和
間
が
今
年
度
新
規
事
業
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

５
月
29
日
（
日
）
に
は
、
共
和
〜
余
市
間

の
着
工
式
が
、
西
江
町
長
ほ
か
地
元
市
町
村

長
や
多
く
の
関
係
者
列
席
の
も
と
余
市
町
で

開
催
さ
れ
、
同
町
内
に
お
い
て
一
部
工
事
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。着
工
式
で
は
、

各
代
表
や
来
賓
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
工
事

の
安
全
祈
願
を
込
め
、
鍬
入
れ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
５
月
23
日
（
月
）
に
は
、
し
り
べ

し
の
み
ち
づ
く
り
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
６
（
し
り
べ
し
に
高
速
道
路
を
実
現

す
る
会
主
催
）
が
ホ
テ
ル
第
一
会
舘
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
横
断
自
動
車
道
の
う

ち
、
倶
知
安
余
市
道
路
の
早
期
開
通
は
、
地

域
の
取
組
を
活
性
化
さ
せ
、
後
志
の
魅
力
や

努
力
の
可
能
性
を
さ
ら
に
拡
げ
る
も
の
で

す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
北
海
商
科

大
学
商
学
部
長
阿
部
秀
明
教
授
の
基
調
講
演

の
後
、「
し
り
べ
し
の
自
立
的
発
展
の
実
現

に
向
け
て
」
と
題
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
は
「
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
」
の
確
立
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
６
月
１
日
（
水
）、
グ
ラ
ン

ヒ
ラ
フ
マ
ウ
ン
テ
ン
セ
ン
タ
ー
２
階
に
お
い

て
、「
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
地
域
懇
談
会
」
を
開
催

し
、地
域
住
民
な
ど
31
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
町
長
は
、
こ
れ
ま
で
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
動
財
源
と
し
て
地
方
自
治

法
に
基
づ
く
分
担
金
の
導
入
を
検
討
し
て
き

た
が
、
同
地
区
で
の
導
入
は
、
受
益
と
負
担

が
不
明
確
な
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
に
基

づ
く
分
担
金
の
徴
収
は
し
な
い
こ
と
な
ど
を

話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
担
当
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
経
過
と
、
昨

年
度
に
実
施
し
た
「
こ
れ
か
ら
の
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
研
究
」
事
業
結

果
の
報
告
を
し
、
そ
の
後
は
同
地
区
に
あ
る

課
題
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
、
今
年
度
新
た
に
設
置
し

た
「
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
検
討
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
地
域
住
民

と
の
情
報
共
有
を
し
ま
し
た
。
最
後
に
行
っ

た
意
見
交
換
で
は
、
出
席
者
か
ら
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
に
関
す
る
質
問
な
ど
が
さ

れ
、
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
回
答
を
し
、

懇
談
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
日
本
人
も
外
国
人
も
快
適
に
生

活
で
き
る
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す
た
め
、
今
年

度
は
、
同
地
区
に
あ
る
課
題
に
つ
い
て
、
行

政
、
住
民
、
事
業
所
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
な
ど

を
仕
分
け
な
が
ら
検
討
し
、
こ
の
地
域
懇
談

会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
組
織
が
や
る
べ
き
こ
と
を
整
理
す
る
な

ど
、
地
域
に
よ
る
組
織
の
立
ち
上
げ
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
や
、
考
え
方
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
調
査
研
究
事

業
の
結
果
に
つ
い
て
概
要
版
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
詳
細
版
に
つ
い
て
は
、
町
総
合
政
策

課
と
、
町
観
光
課
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

■
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL

／

　

http://w
w
w
.tow
n.kutchanhokkaido.

　

jp/tow
n_adm

inistrationm
atidukuri/

　

m
anagem

ent/

問
町
総
合
政
策
課
☎
56
―
８
０
０
１

△地域懇談会の様子



加
者
は
夏
山
シ
ー
ズ
ン

の
始
ま
り
を
大
い
に
楽

し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な

登
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
す
が
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
安
全
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

－7－

　

６
月
８
日
（
水
）、
㈱
内
山
電
業
社
か
ら

倶
知
安
町
と
倶
知
安
消
防
署
へ
翻
訳
メ
ガ
ホ

ン
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
メ
ガ
ホ
ン
に

は
、「
地
震
で
す
」「
安
全
な
場
所
へ
避
難
し

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
非
常
用
ア
ナ
ウ
ン
ス

全
４
８
４
パ
タ
ー
ン
が
４
カ
国
語
（
韓
・
中
・

英
・
日
）
で
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
メ
ガ

ホ
ン
を
使
え
ば
、
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時

に
は
、
収
録
済
み
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
タ
ッ
チ

操
作
の
み
で
流
し
、
避
難
誘
導
を
迅
速
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

寄
贈
し
た
㈱
内
山
電
業
社
内
山
高
茂
社
長

は
、「
外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、
倶
知
安
町

に
必
要
だ
ろ
う
と
考
え
寄
付
す
る
こ
と
に
し

た
。
主
に
災
害
時
、
外
国
人
の
避
難
誘
導
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
に
は
、
熊
本
県
や
大
分
県
で
大

き
な
地
震
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
倶

知
安
町
で
も
い
つ
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生

す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
た
め
に

備
え
て
お
く
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　

６
月
11
日
（
土
）、
羊
蹄
山
山
開
き
と
半

月
湖
水
開
き
（
倶
知
安
観
光
協
会
主
催
）
の

式
典
が
行
わ
れ
、
慰
霊
祭
、
安
全
祈
願
祭
の

後
、
山
開
き
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し

㈱
内
山
電
業
社
よ
り

災
害
用
翻
訳
メ
ガ
ホ
ン
寄
贈

△メガホンを寄贈した内山社長（右）
と受け取る西江町長（中）、麻生消防
署長（左）

お知らせ
比羅夫橋通行止め

至倶知安市街

迂回路（サンモリッツ大橋）

国道5号

ひ
ら
ふ
坂

比羅夫駅

樺
山
分
校

道道
343号

蘭越ニ
セコ倶

知安線

至ニセコ

姉妹都市サンモリッツへの   
 留学生募集中

　姉妹都市スイス・サンモリッツへ町内の中学生および高校生３名を派
遣します。交通費全額、国内宿泊分の費用は町が負担し、チューリッヒ
空港からホームステイ先までの送迎は在サンモリッツ通信員のラインハ
ルトポーリンガーさん、現地ではホームステイ先のホストファミリーが
対応します。食費、宿泊費などの費用はかかりません。
●日程／平成 28 年 9月 26 日～ 10 月 6日の 11 日間
●募集条件／
　①本町の保護者とともに住民登録があり、中学校または高等学校に通
　　学している人
　②健康状態は良好で、旅行に耐えうること
　③明朗で自主性と協調性に優れ、積極的に自己表現ができること
　④英検 3級程度以上の語学力がある人、またはドイツ語ができる人
　⑤原則、倶知安町においてサンモリッツの青少年などをホームステイ
　　させることができる人
　※なお、応募用紙に保護者の同意および学校長の推薦が必要です。
●締め切り／ 7月 8日（金）までに応募用紙に記入し、担当の先生に
　提出してください
●選考方法／英語による簡単な面接を行います（7月中旬～下旬を予定）
　面接日は後日応募者に連絡します
　※町内中学校または高等学校に通学する生徒を優先します
問町総合政策課企画振興室広報広聴係☎ 56 － 8001（芳田・瀧上）

異文化体験をしよう !!      Experience  St.Moritz

　
　

情
報
収
集
や
装
備
を
万
全
に

〇
ラ
ジ
オ
や
携
帯
電
話
な
ど
を
携
行
し
、　

　

バ
ッ
テ
リ
ー
の
準
備
な
ど
情
報
収
集
と
連

　

絡
手
段
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
注
意
す
る

〇
装
備
・
持
ち
物
・
服
装
を
整
え
て
十
分
な

　

食
料
を
用
意
す
る
。
標
高
の
低
い
山
や
日

　

帰
り
登
山
で
も
油
断
は
禁
物
。特
に
防
寒
・

　

雨
具
の
準
備
は
万
全
に
す
る 

た
。
式
典
終
了
後
に
は
、
自
然
ガ
イ
ド
が
同

行
し
、
半
月
湖
散
策
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
や

名
物
「
金
剛
力
鍋
」
の
振
る
舞
い
な
ど
、
参

　
　

無
理
の
な
い
登
山
計
画
を

〇
気
象
情
報
な
ど
を
十
分
確
認
し
、
天
候
の

　

急
変
時
に
は
無
理
な
行
動
を
控
え
る

〇
経
験
豊
富
な
人
と
一
緒
に
行
く
な
ど
、
体

　

力
と
経
験
に
応
じ
た
計
画
に
す
る

〇
入
山
届
を
最
寄
り
の
警
察
に
提
出
し
、
家

　

族
に
も
渡
す

！ ！ 夏
山
シ
ー
ズ
ン

安
全
な
登
山
楽
し
ん
で

　町道比羅夫樺山線の比羅夫橋修繕工事
に伴い、次の期間車両の通行ができなく
なります。不便をお掛けしますが、ご協
力をお願いします。
※歩行者・自転車の通行は可能です

■予定期間／
　平成 28 年 7月下旬～ 9月下旬まで
問町建設課☎ 56 － 8011


